
響灘・鳥がさえずる緑の回廊構想の全体像 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

第１部 

構想策定の背

景 

【現状・背景】 

・響灘地区の現状       ・響灘地区発展のキーワード 
・響灘地区がもつポテンシャル ・響灘地区に必要な自然・「緑の回廊」づくり
・響灘地区における環境施策 

【基本理念と柱】 

 

第２部 

構想の基本的

な考え方 
◆基本理念 
 産業と自然との調和 ～産業・人・自然がひびきあう緑の回廊づくり～

◆構想の柱 
① 多様な自然環境づくり 

緑が少なく広大な空間が広がる響灘地区に、市民や企業の協力を得て「緑

の回廊」を創生し、多様な自然環境・生態系をつくりだす。 

② 人が集まり、楽しみ、学ぶ場づくり 

響灘地区において、自然環境や生活環境などに関して、多くの人が集ま

り憩い楽しみながら学ぶ場をつくり、訪れた人が「真の豊かさ」に気づき

環境のために行動を起こす機会を提供する。 

③ 産業が進出する地区づくり 

緑のなかに工場等が存在し、産業と自然が一体となった魅力あふれる産

業集積地区づくりを目指す。これにより、新たな企業進出を促すとともに
立地企業のイメージアップを図っていく。 

第３部 

構想の内容 

【主な内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４部 

構想の実現に

向けて 

【推進】 

 

 

①多様な自然環境づくり 
・「緑の回廊づくり」：埋立地を緑に満ちあふれた空間へと生まれ変わらせる取組み
・「緑の回廊」のなかの緑地づくり：D-1地区等の緑地の整備 
・鳥が遊ぶ工場づくり：工場敷地内の緑地整備の推進 
・D - 1 地区における自然創生の取組：「緑の回廊」の拠点となる緑地の整備 

②人が集まり、憩い、楽しみ、学ぶ場づくり 
・自然環境に関する学習や体験： 
市民が自然とふれあい、楽しみ、学習する場として、野鳥や昆虫などの自然観察
施設の整備の実施や「緑の回廊」づくりを通じての自然とのふれあいの推進
・生活環境に関する学習や体験： 
  エコタウン地区におけるリサイクル産業などの生活環境に関する学習の実施

③産業が進出する地区づくり 
・産業の振興：環黄海圏ハブポート構想や北九州エコタウン事業の推進 
・緑に囲まれた工場立地環境づくり：あふれる緑の中に工場がある環境づくりの推
進 
・環境で経済を拓く： 
「自然の創生」に際して、基盤となる土づくりの実施及び回廊を構成する樹木の有
効利用の検討（緑の化学の取組み） 

◆構想推進の仕組みづくり 
・市民、企業の手による森づくり ・市民・企業による「緑の連絡会議」開催
・響・どんぐり銀行の創設    ・環境パスポート事業による仕組みづくり


